
諮問第 21 号「科学技術基本計画について」に対する答申 （抄） 

 

第２章    Society 5.0 の実現に向けた科学技術・イノベーション政策 

（前略） 

これら科学技術・イノベーション政策を遂行するにあたっては、国際的な協調と競

争の視点を常に強く意識しなければならない。例えば、多様な人材が協働、競争する

中でイノベーションは創出されるため、国際頭脳循環の強化は、活力ある研究開発の

ための必須条件である。我が国として、グローバルに「知」の交流促進を図り、研究力、

イノベーション力の強化を進めなければならない。他方で、テクノロジーを巡る国家間

での覇権争いや国際的な技術流出の懸念も顕在化している。こうした中、大学等の

研究組織や所属する研究者には、リスクを認識した研究マネジメントを行うことが必

要となる。特に、研究者が研究インテグリティの意義を理解し社会に対する責任を果

たすと同時に、主体的かつ積極的に科学技術・イノベーションに係る国際活動に参画

できるよう、政府として一定の方向性を示すことが求められている。 

その上で、我が国の強みをいかしつつ、グローバルな課題の解決への貢献や国際

発信の強化と、総合的な安全保障の観点を考慮した上で、新たな科学技術外交を展

開していく。 

 

１．国民の安全と安心を確保する持続可能で強靭な社会への変革 

（６）  様々な社会課題を解決するための研究開発・社会実装の推進と総合知の活

用 

⑤科学技術外交の戦略的な推進 

〇先端重要分野における戦略的な二国間、多国間の win-win の協力・連携や、成果

の社会実装も見据えた産学国際共同研究等に対する支援の抜本的強化、「STI for 

SDGs」活動の国際展開等の促進を通じて、科学技術外交の戦略的な展開を図る。

【科技、外、文】 

〇研究活動の国際化、オープン化に伴い、利益相反、責務相反、科学技術情報等の

流出等の懸念が顕在化しつつある状況を踏まえ、基礎研究と応用開発の違いに

配慮しつつ、また、国際共同研究の重要性も考慮に入れながら、政府としての対応

方針を検討し、2021 年に競争的研究費の公募や外国企業との連携に係る指針等

必要となるガイドライン等の整備を進める。特に研究者が有すべき研究の健全性・

公正性（研究インテグリティ）の自律的確保を支援すべく、国内外の研究コミュニテ

ィとも連携して、2021年早期に、政府としての対応の方向性を定める。これらのガイ

ドライン等については、各研究機関や研究資金配分機関等の取組状況を踏まえ、

必要に応じて見直す。【科技、文、経、関係府省】 
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〇科学技術・イノベーションに関する国際的な合意形成や枠組み・ルール形成等に我

が国が主体的に関与しながら、主導的役割を担えるよう、関係する国際機関等の

邦人職員ポストや国際会議議長職の確保・拡充、候補人材の戦略的育成、関係府

省の職員や専門家等の積極的な派遣を図る。【科技、外、文、経、関係府省】 

〇科学技術外交に関する我が国としての戦略の下、省庁横断での連携体制の強化

とともに、在外公館の科学技術担当や国立研究開発法人等の海外事務所を核とし

た情報収集・発信の体制を強化することや、Ｇ７等の国際場裡の場において

Society 5.0 の実現に向けた取組等について積極的な情報発信を行うなど、科学技

術外交の戦略的な展開を支える基盤の強化を図る。【科技、外、文、経、関係府

省】 

〇海外の研究資金配分機関等との連携を通じた国際共同研究や、魅力ある研究拠

点の形成、学生・研究者等の国際交流、世界水準の待遇や研究環境の実現、大

学、研究機関、研究資金配分機関等の国際化を戦略的に進め、我が国が中核に

位置付けられる国際研究ネットワークを構築し、世界の優秀な人材を引き付ける。

【健康医療、科技、総、文、厚、農、経】 

 

２．知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化 

（１）多様で卓越した研究を生み出す環境の再構築 

⑤国際共同研究・国際頭脳循環の推進 

〇米国、ＥＵ等の高い科学技術水準の先進国との間で、国際共同研究を行うとともに、

インド、ケニア等の新興国及び途上国とのＳＤＧｓを軸とした科学技術協力を進め、

中長期的な視野を含めて、科学技術の発展、人材育成、地球規模課題解決等に

貢献する。【科技、文、関係府省】 

〇我が国の学生や若手研究者等の海外研さん・海外経験の機会の拡充、諸外国か

らの優秀な研究者の招へい、外国人研究者等の雇用促進に向けて、そのための

支援策と環境整備（ポストの国際公募・採用方法の国際化、国際水準の給与・待

遇の措置、家族も含めた生活支援、国際的な事務体制の整備、国際的な研究拠

点形成等）を含む科学技術の国際展開に関する戦略を2021年度までに策定し、順

次施策に取り組む。また、国際頭脳循環に関する実態把握と課題の分析に基づく

数値目標を 2022 年度までに検討する。【科技、文】 

〇海外の研究資金配分機関等との連携を通じた国際共同研究や、魅力ある研究拠

点の形成、学生・研究者等の国際交流、世界水準の待遇や研究環境の実現、大

学、研究機関、研究資金配分機関等の国際化を戦略的に進め、我が国が中核に

位置付けられる国際研究ネットワークを構築し、世界の優秀な人材を引き付ける。

（再掲）【健康医療、科技、文、農、経】 
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